
地価公示

一般の土地取引価格の指標や課税評価の基準等、公的土地評価体系において
基幹的な役割を担っている

そのほか、公共事業用地の補償金額の算定、経済指標等様々な役割を果たし
ている

地価公示の概要地価公示の概要

地価公示法に基づき、昭和４５年（１９７０年）より実施

土地鑑定委員会が、標準的な地点（標準地）を選定し、

毎年１月１日時点における１㎡あたりの正常な価格を

判定して官報で公示（３月下旬）、ホームページで鑑

定評価書も公表

地価公示価格は、土地評価において基幹的な役割を

果たすため、判定に当たっては、２人の不動産鑑定

士の鑑定評価を求め、その結果を審査・調整

地価公示においては、土地鑑定委員会により委嘱さ

れた約２，２００人の鑑定評価員（不動産鑑定士）が

全国２６，０００の地点について鑑定評価を実施

地価公示の役割地価公示の役割

〇 一般の土地取引価格の指標や課税評価等の公的土地評価の基幹的な役割を担う地価公示
について、必要な地点数における毎年1月1日時点の正常な価格の判定を着実に実施する。

※地価公示と重複する地点については、地価公示の結果を課税評価に活用しており、課税当局による独自の鑑定評価は行われていない



インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（成果目標） インパクト

正常な価格を公
示することにより、
一般の土地の取
引価格に対

して指標等を与
える。

予算：
37.2億円

【短期】

システムリニューア
ルに伴う問い合わせ
に的確に対応するこ
とにより、利用者が
これまでと同様に情
報へアクセスできる
よう努める。

適正な地
価の形成

行政等に
おける政策
の効果的
な推進

【中・長期】

地価公示情報を掲
載しているホームペ
ージのアクセス件数
を過去４年平均の約
29,000,000件より増
加。

毎年1月1日時
点における標
準地の正常な
価格を3月に公
示。

さらに公表する
上での地価公
示の閲覧サイト
についての改
善を行う。

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（成果目標） インパクト

①適切な標準地
の配置の見直し

②調査方法等の
継続的な改善

③結果の提供方
法の工夫

予算：

予算：
37.2億円

【短期】

利用者にとって使い
やすい標準地が選
定される

必要な精度を維持し
つつ、調査体制の持
続性が高まる

利用者数・利用者層
が拡大する

適正な地
価の形成

行政等に
おける政策
の効果的
な推進

【中・長期】

毎年の公表結果
及び長期にわた
るデータの蓄積が
様々な利用者に
よって活用される

全国26,000の
標準地を対象と
して地価公示を
実施

鑑定評価員の募集・
委嘱／鑑定評価員
による年間作業／公
示価格の判定・公表

改善前

改善後

① アクティビティとアウトプットの関係性を整理し、課題に合わせてアウトプットを３つに細分化。

② アウトプット毎に短期の成果目標を設定し、それに合わせてロジックモデル全体も見直し。

ロジックモデル改善のポイント


